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№指
定 名　　称 所　　蔵 年　代 笙 篳

篥
横
笛
排
簫 角 箏 琵

琶
箜
篌

一
鼓

振
鼓
・
鶏
婁
鼓

腰
鼓

鞨
鼓

鉦
鼓
太
鼓
揩
鼓
方
響
拍
板
銅
拍
子
鈸 小
鑼 磬 風

琴

1 ◉ 九品来迎図　上品中生 平等院鳳凰堂（京都） １１世紀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ◉ 九品来迎図　上品下生
　　　　　　（還り来迎） 〃 １１世紀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ◉ 九品来迎図　中品上生 〃 １１世紀 ○ 振・△ ○ ○ ○ ○

4 ◉ 九品来迎図　中品中生 〃 １３世紀 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 ◉ 九品来迎図　下品上生 〃 １１世紀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 ◉ 九品来迎図　下品中生 〃 １３世紀 ○ ○ ○ ○ ○
腰鼓？ ○

7 ◎ 阿弥陀聖衆来迎図 浄厳院（滋賀） １２世紀 〇 〇 〇 〇 〇

8 ◎ 阿弥陀聖衆来迎図 長谷寺（奈良） １２世紀 〇 ○

9 ◉ 阿弥陀聖衆来迎図 有志八幡講十八箇院
（和歌山） １２世紀 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○

10 ◎ 阿弥陀聖衆来迎図 興福院（奈良） １３世紀 〇 ○ 〇 ○ ○ 〇 〇 ○

11 ◎ 阿弥陀聖衆来迎図 安楽寿院（京都） １３世紀 〇 ○ 〇 〇 〇

12 ◎ 阿弥陀聖衆来迎図 松尾寺（奈良） １３世紀 〇 〇 〇 〇 〇

13 ◎ 阿弥陀聖衆来迎図 安楽律院（滋賀） １３世紀 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

14 ◎ 迎接曼荼羅（正本） 清涼寺（京都） １２～　
１３世紀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 ◎ 九品来迎図　上品上生 瀧上寺（奈良） １３世紀 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○

16 ◎ 九品来迎図　上品中生 〃 １３世紀 ○ ○ ○ 〇 ○

17 ◎ 厨子扉絵 新長谷寺（岐阜） １３世紀 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

18 ◎ 阿弥陀二十五菩薩来迎図 安養寺（福井） １３世紀 〇 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇

19 阿弥陀二十五菩薩来迎図 山口新六氏 １３世紀 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

20 ◉ 当麻曼荼羅縁起　　　　
　　　　　　下巻第三段 光明寺（神奈川） １３世紀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○

21 ◎ 阿弥陀二十五菩薩来迎図 遍明院（岡山） １３世紀 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

22 阿弥陀二十五菩薩来迎図 切幡寺（徳島） １３世紀 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

23 阿弥陀二十五菩薩来迎図 根津美術館（東京） １３世紀 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

24 二十五菩薩来迎図 福井県立美術館
（福井） １３世紀 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 ○

25 阿弥陀聖衆来迎図 奈良国立博物館
（奈良） １３世紀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 ◎ 釈迦阿弥陀発遣来迎図 雲辺寺（徳島） １３世紀 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ 〇 ○

27 ◉ 山越阿弥陀図 京都国立博物館
（京都） １３世紀 〇 〇

28 ◎ 春日浄土曼荼羅 能満院（奈良） １３世紀 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇

29 ◎ 阿弥陀二十五菩薩来迎図 聖衆来迎寺（滋賀） １３～　
１４世紀 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

30 ◎ 阿弥陀二十五菩薩来迎図 新知恩院（滋賀） １３～　
１４世紀 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

31 ◎ 阿弥陀二十五菩薩来迎図 小童寺（兵庫） １３～　
１４世紀 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 〇

32 阿弥陀三尊二十五菩薩来迎図 浄厳院（滋賀） １３～　
１４世紀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○

33 阿弥陀三尊二十五菩薩来迎図 三千院（京都） １３～　
１４世紀 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

34 阿弥陀二十五菩薩来迎図 香雪美術館（兵庫） １３～　
１４世紀 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

35 ◉ 春日権現験記絵　　　　
　　　　　　　十巻第四段 春日大社（奈良） 延慶２年 

（1309） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

36 阿弥陀聖衆来迎図 三千院（京都） １４世紀 ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ △ △

37 ◎ 阿弥陀聖衆来迎図 西教寺（滋賀） １４世紀 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

38 ◎ 阿弥陀聖衆来迎図 阿日寺（奈良） １４世紀 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

39 阿弥陀聖衆来迎図 東京国立博物館
（東京） １４世紀 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○

40 ◉ 阿弥陀二十五菩薩来迎図
（早来迎） 知恩院（京都） １４世紀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○

41 ◎ 阿弥陀二十五菩薩来迎図 禅林寺（京都） １４世紀 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

42 阿弥陀二十五菩薩来迎図 浄福寺（京都） １４世紀 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 ○

43 阿弥陀二十五菩薩来迎図 弘法寺（滋賀） １４世紀 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 △ △ 〇 ○

44 阿弥陀三尊二十五菩薩来迎図 常楽寺（滋賀） １４世紀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ 〇 ○

45 阿弥陀三尊二十五菩薩来迎図 フリーア美術館
（アメリカ） １４世紀 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

46 阿弥陀三尊二十五菩薩来迎図 金剛寺（大阪） １４世紀 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

47 ◎ 二十五菩薩来迎図絵扉
（善導大師厨子扉） 禅林寺（京都） １４世紀 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

48 山越阿弥陀図 京都国立博物館
（京都） １４世紀 ○ ○

49 山越阿弥陀図 ベルリン東洋美術館
（ドイツ） １４世紀 〇 〇 ○

50 土佐行広筆
阿弥陀二十五菩薩来迎図 香雪美術館（兵庫） 永享２年

(1430)頃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

註 ・◉は国宝を、◎は重要文化財を示す。
 ・△印は楽器の種類が明確ではなく推定。
 ・№ 22,24,42 は三尊や中尊を欠く。

表　来迎図にみられる楽器構成一覧表
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奈良県立万葉文化館蔵『THE CLASSICAL POETRY OF THE JAPANESE』解題　（井上）

の
関
心
が
高
い
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。

本
書
は
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
さ
れ
た
初
版
本
で
あ
り
、
中
表
紙
に
「Captain 

M
otoyam

a I.J.N

／w
ith the author's com

plim
ents

」
と
記
さ
れ
て
い

る
。「I.J.N

」
と
は
、Im

perial Japanese N
avy

（
大
日
本
帝
国
海
軍
）
を

意
味
し
、
明
治
十
三
年
当
時
に
海
軍
兵
学
寮
の
校
長
で
あ
っ
た
本
山
漸
（
一
八

四
二
〜
一
九
二
〇
年
）
＊
2

へ
の
献
呈
本
と
み
ら
れ
る
。
海
軍
のCaptain

と
い

え
ば
大
佐
や
艦
長
を
意
味
す
る
が
、
本
山
が
大
佐
と
な
る
の
は
明
治
十
五
年
で

あ
り
、
校
長
就
任
前
は
「
筑
波
」
や
「
富
士
山
」
の
艦
長
を
務
め
て
い
た
。
本

書
出
版
時
（
明
治
十
三
年
九
月
）
は
海
軍
兵
学
寮
次
長
で
あ
り
、
校
長
に
就
任

し
た
同
年
十
二
月
以
降
に
、
元
艦
長
か
つ
海
軍
兵
学
寮
校
長
へ
の
敬
称
と
し
て

Captain

を
用
い
献
本
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、洋
書
の
製
法
で
、複
数
ペ
ー
ジ
を
印
刷
し
た
大
き
な
紙
を
折
り
曲
げ
、

仕
上
げ
寸
法
に
合
わ
せ
て
周
囲
を
切
り
落
と
す
最
後
の
工
程
の
全
部
も
し
く
は

一
部
を
行
わ
な
い
の
が
ア
ン
カ
ッ
ト
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
製
本
し
た
本
を
ア
ン

カ
ッ
ト
本
と
呼
ぶ
。
本
書
は
著
者
献
呈
署
名
入
り
の
ア
ン
カ
ッ
ト
本
で
あ
る
。

注
*
１

　
Ｂ
．
Ｈ
．
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
著
・
川
村
ハ
ツ
エ
訳
『
日
本
人
の
古
典
詩
歌
』
七
月
堂
、

一
九
八
七
年

*
2

　
太
平
洋
戦
争
研
究
会
編
『
帝
国
海
軍
将
官
総
覧
』ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
、二
〇
〇
二
年

【
書
誌
情
報
】

 

（
貴
重
書
番
号
：
ハ
51
）

﹇
著

　
　

者
﹈Basil H

all Cham
berlain

﹇
体

　
　

裁
﹈
洋
装
、
革
表
紙

﹇
刊

　
　

年
﹈
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年

﹇
書

　
　

肆
﹈T

RU
BN

ER&
Co.

﹇
冊

　
　

数
﹈
一
冊

﹇
寸

　
　

法
﹈
縦
二
一
・
九
㎝
、
横
一
五
・
二
㎝

﹇
特
記
事
項
﹈
著
者
献
呈
署
名
、
ア
ン
カ
ッ
ト
本

【
解
説
】

日
本
学
者
と
し
て
名
高
い
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（
一
八
五
〇

〜
一
九
三
五
年
）
の
最
初
の
日
本
文
学
研
究
書
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に

初
来
日
し
、
一
八
七
四
〜
一
八
八
二
年
ま
で
築
地
の
海
軍
兵
学
寮
（
海
軍
兵
学

校
の
前
身
）
で
英
語
教
師
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
時
期
に
出
版
さ
れ
た
。
邦
題

は
『
日
本
人
の
古
典
詩
歌
』
＊
１

。『
万
葉
集
』『
古
今
和
歌
集
』「
謡
曲
」
を
取

り
上
げ
て
、
欧
米
読
者
向
け
に
英
訳
し
た
書
で
あ
り
、
こ
と
に
『
万
葉
集
』
へ

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
蔵

『THE CLA
SSICA

L POETRY OF THE JA
PA

NESE

』
解
題

井
上
　
さ
や
か

－ 36 －－ 37 －
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画
像
３

　
ア
ン
カ
ッ
ト
例
（
天
小
口
）
※
小
口
三
方
ア
ン
カ
ッ
ト
部
は
未
撮
影

画
像
１

　
表
紙

画
像
2

　
献
呈
署
名
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奈良県立万葉文化館蔵　『萬葉集玉の小琴』解題　（阪口）

巻
（
巻
一
〜
巻
三
）
と
別
巻
（
追
考
・
巻
四
）
が
あ
り
、
序
に
よ
る
と
本
巻
は

安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
に
成
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
宣
長
没
後
の
天
保
九

（
一
八
三
八
）
年
ま
で
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
多
く
写
本
と
し
て
流
通
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
注
２
）。

当
館
所
蔵
の
写
本
『
萬
葉
集
玉
の
小
琴
』（
以
下
当
館
蔵
本
）
に
は
奥
書
が

な
く
、書
写
年
・
筆
者
は
不
明
で
あ
る
。
本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
自
筆
稿
本
（
以

下
宣
長
本
）（
注
３
）

と
比
較
す
る
と
、
字
配
り
（
文
字
数
・
行
数
）
や
書
き
方
（
注

釈
本
文
中
の
漢
字
・
ひ
ら
が
な
の
使
い
方
）
は
異
な
る
も
の
の
、
内
容
は
概
ね

宣
長
本
に
一
致
す
る
。た
だ
、宣
長
本
に
な
い
貼
紙
や
頭
注
が
付
さ
れ
て
お
り
、

当
写
本
の
年
代
推
定
や
経
歴
の
参
考
と
な
る
。
付
加
さ
れ
た
六
カ
所
を
概
観
し

て
お
き
た
い
（
／
は
改
行
、
□
は
読
め
な
か
っ
た
文
字
を
示
す
）。

①
６
丁
オ
頭
注
（
墨
）
「
□（

虫
損
）□

に
張
紙
あ
り
云
／
四
来
三
ヨ
ク
ミ
ツ
ト
ヨ
ム
／

ヘ
シ
此
書
未
改
す
□
言
／
申
入
す

　
見
よ
の
心
は
／
あ
た
古
人
見
つ
と
云
／
事

云
々
□
詞
也
」

万
葉
集
巻
一
・
二
七
番
歌
の
末
尾
「
四
来
三
」
に
つ
い
て
、
宣
長
本
で
は
右

に
「
ヨ
ク
ミ
」、左
に
「
ミ
ツ
」
の
訓
を
付
す
。
当
館
蔵
本
は
右
に
「
ヨ
ク
ミ
ツ
」

の
訓
を
付
し
て
お
り
、
頭
注
の
「
ヨ
ク
ミ
ツ
ト
ヨ
ム
ヘ
シ
」
は
こ
の
訓
の
補
足

で
あ
る
。
な
お
こ
の
訓
は
荷
田
御
風
の
説
で
あ
る
こ
と
が
本
居
大
平
書
き
入
れ

の
万
葉
集
（
注
４
）

か
ら
わ
か
る
。

②
８
丁
オ
貼
紙
（
墨
）
「
□
□
云

　
そ
む
る
は
ふ
と
い
ふ
は
の
は
ふ
の
下
に
る

も
し
あ
る
へ
し
」

【
書
誌
情
報
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
貴
重
書
番
号
：
ロ
１
）

﹇
体

　
裁
﹈
写
本
、
袋
綴
、
四
目
綴
、
一
冊

　

﹇
表

　
紙
﹈
縹
色

　
題
簽
「
萬
葉
集
玉
の
小
琴

　
全
」

﹇
料
　
紙
﹈
楮
紙

﹇
寸

　
法
﹈
縦
二
七
・
八
㎝

　
横
十
九
・
四
㎝

﹇
行
数
等
﹈
十
一
行

　
墨
付
五
十
三
丁

﹇
書
写
年
﹈
不
明

﹇
蔵
書
印
等
﹈
表
紙
右
上
に
「
第
百
三
拾
九
号
／
凹
邨
文
庫
／
全
壹
冊
」
の

貼
紙
、
右
下
に
万
４
／
５
の
シ
ー
ル
。
見
返
し
に
①
「
橿
原
文
庫
」
の
印
、
②

「
橿
原
文
庫
蔵
書
印
／44.8.10

／
第27249

号
」
の
印
。
裏
見
返
し
に
①
「
大

和
歴
史
館
印
」
の
印
、
②
「
館
蔵
56
」
の
印
（
注
１
）

【
解
説
】

『
萬
葉
集
玉
の
小
琴
』
は
、
本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
〜
一
八
〇
一
）
に
よ
る

万
葉
集
の
抄
出
注
釈
書
。
師
で
あ
る
賀
茂
真
淵
の
『
万
葉
考
』
を
補
訂
す
る
目

的
で
、
万
葉
集
巻
一
か
ら
巻
四
ま
で
の
語
句
を
摘
出
し
、
注
解
を
加
え
た
。
本

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
蔵

『
萬
葉
集
玉
の
小
琴
』
解
題

阪
口
　
由
佳
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